
県史跡二子塚吉境発握調査の概要

2005年 11月 26日 (上 )

機畿叢教育委員会文化課 爆信次

02002年 度 (平成 14年度)第 1次発掘調査
★測量調査と墳丘の範囲確認調査
・古墳の裾を巡る周溝を検出。
・横二の金長と,後簿部の径を確定。
・前方部にも横穴式石室が存在していることを確認。 (天丼石は抜き取られている。)

・横丘は何種類かの性質の異なる上を交霊に突き固めながら横み上げた版築状盛上。

02003年 度 (平成 15年度)第 2次発掘調査
★簑二の範囲確認調査と周饉の遺跡確認調査
。前方部幅, くびれ部幅の確定と,補足調査により,宙墳の全体規模がほぽ確定。

古墳企長 73m(周溝含む)・ 墳丘全長 67m・ 後円部径 41m。 後田部高さ6.lFn

前方部最大幅 27tn・ 前方部高さ4.3磯・ くびれ部霧 19m e周溝幅 1.6～4.Om
・古墳の造 り方が明らかになる。 lll地形を一旦平坦にして,周溝および墓構を掘り,横穴

式石室を構築 しながら,版築状に盛土をする。後霙部,前方部ともに石壼の周翻にlま第
1次墳丘が認められる。

_

。前方部にある横穴式石室の長さの確定。 (全長 12_5漁 )

'吉策の篇丘陵で,弥生時代後期の竪穴篠居跡 2棟を検轟.

02004年 度 (平成 16年度)第 3次発握調査
★後円部にある横穴式石室の調査
。石室の14~半分を床面近くまで掘り下げる。
・海機式の横穴式石室で,玄室とそこに至る通路からなるが,遷路はさらに羨道・石壁が

ある墓道・石壁のない墓道からなる。
・玄室と羨道は巨石を4～ 5段積み上げ,天丼石が架かる。

羨F電部の床面には閉塞石が残る。
・玄室の床面には拳大の河原石が敷かれていた。
・玄室床爾近くで,織み合わせ式の石結の一部が検出された。疑灰議襲 (竜難右)。

。床面は,玄室から周溝の底に向かつて徐々に低くなる。
・石壁がある墓道は,天丼石のないオープンスペースな部分で,羨道の石材と違い小型の
石材をほぼ垂直に積み上げall壁 としてぃる。 (前庭部と呼称されている報告あり)

02005年 度 (平成 17年度)第 4次発機調査
★後円部にある横穴式石室の調査
・石室全体を床面まで掘り下げる。

玄室長 さ6.8n■ 玄室幅 2_1～2.5難 玄室高さ3.3難

羨道長さ8.lm 羨道幅 1.6～2.OIn 羨道高さ22～2.4m 羨門高さ2.6m
石壁がある墓道の長さ6.5m,蠣 2.7～3.lm
全長 (羨道まで)14_9m(石壁がある庭道まで)22.3～24.3m

・玄室床面に敷かれた礫の問隙には自色の粘土が部分的に残る。
・組み合わせ式の石棺が壊された状態で検轟。 (両all石は持ち去られていた。)

O主な出土遺物
・前方部横穴式石室玄室から須恵器の杯身・杯蓋・平瓶・直日壼が出土。
・前方部横穴式石室羨道八日から須専器の杯身。杯蓋・高杯・獲片,上師器の高杯が出土。
・ くびれ糠中央地由直上の盛圭内から弥生圭器の甕および大型壺の感部と考えられる土器

が出土。
・後田部横穴式石室玄室から須恵器の杯・高杯・提瓶・はそう,土鐘器の高杯および馬具

め轡が出土。
1後 円部横穴式石室羨道から須恵器の杯 け甕片および馬具の杏葉一部が出土。

・麗塞石の南Rllで,環頸太刀の柄頭,馬異の杏葉 L磯金具・轡が轟圭.



二子塚古墳測量図 (1:400)
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Eコ 盛土種類の異なる土を交互に

積み上げていく版築状盛土

横穴式石室 土器出土

標高 52.13m
横穴式石室

標高 53.57m
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標高 50.99m

東西断面模式図  (, ‐破線は推定)

匡≡レ也山



二子塚古墳の墳丘断面図 (1:60)

▼出雲市 今市大念寺古墳

(史跡今市大念寺古墳保存修理事業報告書より)

一 H=57.Oo

図31 後円部 (右方)から前方部 (左側)にかけての盛土断面

(出雲市教委の資料を若千改変)

1. 赤色系±        4.ル ーズな黒色～暗褐黒色系土

2. 黒色～暗掲黒色系±   5.地 山

3. 玉石層

二子塚古墳 築造工程推定図

① lBllllDを 平らに近しW爾に削り,縄張りをす乙
召壼魔勤謬をU同溝観 乙

③ 動 し 膚彦詰陀後円訓こ円圏輝鳴疑めてきる

④ 膚耐割と後円割に廃1駈 どぅし雄離迷也勘ち,

中 略 跳 乙

② 調 と後F自随譴劃日ご日室櫂 t/tOヽ <。

墓墳より高くなる石室の周囲Iま円墳状の盛土で固めていく。G調 ソ覇難∋
さらは闘みJい までκ甲職 をする
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くびれ部の盛土断面 (左 :前方部 右 :後円部) □ 1■ 2回 3国 4墨 5



［いいいい、、横

式石室

全 f 玄室長 玄室幅 玄室高 モ道幅 尋道高
こうもり塚古墳 総社市 19.4 7.7 3.6 3.6 11.7 211～ 2.3 2.8
牟佐大塚古墳 岡山市 18.0 6.o 2.8 3.2 12.0 1.8～2.4 2.0

田大塚古墳

捌一姉
19. 1 6.0 3.0, 3.9 13.1 2.2～ 2. 3 2.4

二子 塚 古 境 14.5 6.8 2.1 3.′ 5 7.フ 1.6～ 1. 8 2.2～ 2.6
江崎古墳 土市 13.8 6.6 2.6 2.9 7.2 1.7

=平
1 _本郷町 13.3 6.3 2.8 4。 2 7.0 1.5～2.4 2.5

壼古t :原市 13. 1 7.2 2.4 2.6 5.9 1.55～ 1. 8
大 ■ 福 山 T 11.6 5.6 2.5 2.7 6.0 1.9 2.1
iE山第 1号 1 神辺町 11.6 6.4 2.5 2.8 5.2 1.6～2.0 2.0

「増 神辺町 11.2 5.3 1.9 1.9 5.9 1.9 1.9
索徳寺古」 世羅町 8.5 6.5 2.4 2.7 2.0 1.9 1.5―
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後円部横穴式石室 模式図
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奈良県営麻町 平林古墳 石室実測図

(営麻町埋蔵文化財調査報告書第3集『平林古墳』より)

組み合わせ式石棺 模式図
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見 i ヨ丸山古墳 橿原市 28.4 8:3 4.1 4.0 20.1 1.4～ 2. 3 1.4～ 2.5
石 軍台古墳 明 日香村 19.2 7.7 3.4 4、 7 11.5 2.1
平林古墳 営麻町 14.5 5.7 3.3 3.8 8.8 1:9 2.0
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玄室長 玄室幅 玄室高 羨道長 羨道幅 羨道高

二子 剰 預 福山市 22.3 7.8 2_4-■ 1 6.8 2ど 1 3.5 7.7 1.6～ 1.〔 2.2-2.〔
半杯 百 噴 に町 20。 1 5.6 2.0-2.1 5.7 3.3 3.8 8.8 1.9 2.0

見瀬丸山古墳 (推定)

後円部横穴式石室出土土器


